
 

国登録有形文化財の答申について 
 

文部科学省文化審議会は、令和６年３月１５日（金）に、本市所在の文化財である横田家住宅板

倉を含む登録有形文化財の登録について、文部科学大臣に答申しました。 

 

１ 文化財概要 

（１）名称    横田家住宅板倉 

（２）所在地   宮城野区鶴巻１丁目 

（３）建築年代  明治１３（１８８０）年／昭和５３年改修、平成８年移築 

（４）登録基準  造形の規範となっているもの 

（５）特徴・評価 

仙台市東部の鶴巻に位置する農家の道具蔵兼籾
もみ

蔵。敷地に西面して建つ二階建て、

切妻造
きりづまづくり

平
ひら

入
い

り、鉄板葺
てっぱんぶき

。側柱
がわばしら

の間に横板を落とし込んで外壁とし、西面南寄りを戸口とす

る。内部は各階板敷で、一階南側を仕切り、籾の貯蔵場とする。小規模ながら丁寧な造り

で、当地域特有の板蔵である。 

鶴巻は、江戸時代を通じて塩釜から仙台城下への重要な河川交通の拠点であり、蒲生か

らの物資を陸揚げした仙台藩の御蔵（「鶴巻御蔵」）が設けられていた。この板倉は、その

御蔵の建物を移築したものであるとの伝承が残っている。 

 （６）答申に至る経過 

     所有者より、国登録文化財への登録希望の相談があったため、令和２年５月に担当課で

現地調査等を行った。その後、令和４年１２月に文化庁調査官の現地視察を受け、令和５

年９月に文部科学大臣あて、意見具申を行った。 

 

【参考】 

１ 登録文化財制度の概要 

登録文化財制度は、文化財保護法の一部を改正する法律（平成８年１０月１日施行）によっ

て導入された制度です。従来の文化財指定制度が、手厚い保護とともに、現状変更を原則禁止

するなどの強い規制を行うのに対し、登録文化財制度は、届出制と指導・助言などを基本とす

る緩やかな保護措置を講じることによって文化財の活用を促し、国や地方公共団体の文化財指

定制度を補完するものとなっています。 

制度の導入時は、建造物のみを登録の対象としていましたが、文化財保護法の一部改正によ

り、建造物以外の有形文化財、有形民俗文化財、記念物（平成１７年４月１日施行）や、無形

および無形民俗文化財（令和３年６月１４日施行）にも対象が拡大されています。 

 

２ 仙台市内における国登録文化財の登録状況（令和６年３月時点） 

・登録有形文化財（建造物）  ５９件 ＊今回の答申を受けて、６０件になる予定です。 

・登録有形文化財（歴史資料）  ３件 

 裏面につづく 

資料 8 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横田家住宅板倉（外観） 

横田家住宅板倉（内部（小屋組み部分）） 


